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To Our Shareholders社長から株主の皆様へ

株主の皆様、いつもご期待をくださりありがとうございます。
そして重ねて、依然として頂いたご期待にお応えできていないこ

とをお詫びいたします。
半年に１度のお手紙となります。

まず当社の現状ですが、足元の当期業績は、ここまでは、ほぼ計
画通りではありますが、受託型の開発・運用売上の減少を原因とし
た全社的な売上は減少、一方で主力のデータサービス・ライセンス
型売上は増加傾向ではあります。とはいえ前年と比較し全社的な赤
字幅は増えています。赤字に関しては、本来黒字経営を基本観とし
ている当社からすると避けるべきところなのですが月間2,000万円近
くのデータ開発や研究開発などの先行投資を積極的に行い、必ず近
い将来において企業価値を上げる、という責任とミッションのもと、
当期に関してはやむをえないという判断をしております。一方で、当
期、営業キャッシュフローに関してはここまで、プラスで推移してお
ります。そのため現時点におきましては、引き続き無借金のもとで
の開発活動を継続しております。
ただし損益として赤字の状態をいつまでも続けるわけにはいきま

せん。
ここまでの先行投資は、来期以降、特にまずは来期に着実な目に

見える成果に結び付けるというのが絶対の条件だと考えております。
そのため、必要な先行投資を行なったうえでの収支均衡を急ぎま

す。
この必要な投資を行なったうえでの収支均衡の時期ですが、単月

ベースでは、いったん来年2022年3月、つまり当期末の３月の月次
で、そこに持っていく考えで進めております。具体的には、データ
サービスのライセンス売上にてあと月1,500万円前後を新たに追加
することで、その状況が見えてまいります。
まだすべての新規追加が見えたわけではありませんが、この１年

間新規のデータライセンスは、増えてはいるもののわずかな伸びで
あった状況から、御陰様で、ここへきてようやく新規獲得の流れが
出てまいりました。
内容としては、まずは現在の主力であるエンターテイメント分野

で新規ライセンスが伸びる見込みが出てまいりました。具体的には、
映像分野での増加が予想されます。あわせて、本格展開は、来期以
降になるものの当期中に先日リリースしましたあらゆる業種業態の
方々が感性的なマーケティングを実現するためのデータサービス「ｅ
ｍｏα（エモルファ）」を加えてまいります。
これらの活動の中で、積極的な先行投資をしつつ当期末3月の単

月時点での収支均衡という事業基盤のもと、来期を迎え、現在取り
組んでいる新規事業を新たに掛け合わせていくことを計画しており
ます。

次に来期に立ち上がる予定の新規事業についてお伝えできればと

思います。
新規事業につきましては、感性ターゲティング広告サービスとな

ります。
これは、従来のインターネット広告の主流である「これを買った」

「これを見た」「これを探した」という過去の行動情報から追跡する
広告とは異なり、「今、この記事を読んでいるということは、この人
は、このような感情を持っているのではないか」「今、この情報に接
しているということは、この人は、このようなライフスタイルを指向
しているのではないか」というインターネットでの記事や情報に接し
ている人のその瞬間の感性や感情を解釈し、それをもとに「ではこ
んな情報はどうでしょうか」「こんな商品やサービスはどうでしょう
か」というおすすめをしていく広告サービスとなります。この感性や
感情を解釈する技術は、当社が創業来、エンターテイメント分野つ
まり音楽や映画関連の感性メタデータやレコメンドエンジンを開発
する過程で培ってきた当社の最も得意かつ特徴的で独自技術となり
ます。
その独自技術が現在最も活用でき、かつ社会に役に立つ分野とし

てインターネット広告であると考え、サービス開発と事業開拓を進め
ております。
この広告サービスの最大の特徴であり、かつ世の中における存在

意義は、「共感をつなぐ」ことにあると考えています。現在様々な
インターネット広告の方法がありますし、それらは今後それぞれ発
展していくのだと思います。一方で、ここまでのインターネット広告
サービスにおいて自社の将来の顧客、つまり潜在顧客を囲い込むこ
とは、先ほど申し上げた通り、「過去の行動情報」の追跡から行な
われています。一方で、当社にて進めている感性ターゲティング広告
は、感性や感情分析による「自分のありたい未来」からのはたらき
かけとなります。「こうあればいいな」「こうなりたいな」という気持
ち、言い換えると、その瞬間の「いいなと感じる気持ち」、いわゆる
共感をきっかけに情報や商品やサービス、つまり広告がつながるこ
ととなります。具体的には、たとえば、あるブランドが、マイボトル
を発売した、という記事があるとします。従来であれば、この記事
に関連して出てくる広告は、過去に探したボトル、ブランド商品、も
しくはマイボトル、ブランド単位の広告であります。当社の感性ター
ゲティング広告は、このマイボトルの記事が持つ感性・感情情報を、
「ソーシャルグッドを意識している」というような解釈をし、ボトルと
の関連性ではなく、ソーシャルグッドというライフスタイルの関連性
で広告をレコメンドしていきます。このような広告を積み重ねること
で、商品と感情をつなぎ、共感を育んでいくレコメンド広告を実現し
てまいります。
この感性ターゲティング広告サービスは、ここまでの商用サービ

スでの検証では良い結果が出ており、当期内に、比較的規模の大き
なトライアルを経て、来期でのサービス開始に向けて、日夜励んで
いるところでございます。

折しも、世界的な個人情報保護の強化の流れから、世の中は、
クッキー（インターネット上での行動情報）が、これまでのように取
得できなくなるいわゆるクッキーレス、ポストクッキーの時代がやっ
てまいります。
そのポストクッキー時代に、当社の過去のインターネット上での

行動情報を使わない新しい感性広告サービスのチャンスはより顕在
化してまいります。
来期は、この感性ターゲティング広告サービス、従来のエンター

テイメント分野向けデータサービス、またエンターテイメント分野以
外のあらゆる業種業態の方々の感性マーケティングを実現する感性
メタデータ生成サービスの3本の事業を発展させていきます。その
来期開始時に、先ほどお伝えした当期末3月時点での先行投資を吸
収したうえでの単月黒字をスタートラインにしたいと考えております。
経営成績という面におきまして、来期は、反転攻勢の元年となりま
す。

また、その先にある未来について触れさせて頂けますでしょうか。
ここまで申しあげました３つの事業、①エンターテイメント分野の

データサービス、②感性ターゲティング広告サービス、③エンター
テイメント分野以外への感性メタデータ生成サービスを、全て掛け
合わせたサービスが、当社の中期的な姿となります。
エンターテイメント分野でのデータサービスは、当社のライフ

ワークと申しますか、基幹となります。エンターテイメントは私がい
うまでもなく、人が何かに共感し、ファンになり、支え、共に育つ、
そんな世界です。この共感がつながることで、人が少しだけ元気に
なったり、癒されたり、励まされたり、感動したり、考えさせられた
り、優しくなれたりします。この素晴らしいエンターテイメント分野
に特化したメタデータやレコメンドエンジンや検索エンジンの開発
は今後も注力していきます。今、この瞬間にも新しい作品は生まれ
ています。当社は日々新たな作品が出るたびにそれらをメタデータと
して分類していきます。
エンターテイメントは、世の中を映す鏡ともいわれています。新し

い価値観、言葉が生まれることもあります。言葉が同じでも時代に
よって意味が変わることもあります。言葉にならないいわゆるバイブ
スという感覚でしか解釈できないこともあります。当社はこのような
エンターテイメント分野で今までもこれからも、データ開発、技術
開発を続けていきます。そして、そこで培ったメタデータや技術を、
エンターテイメント以外のデータサービスやインターネット広告分野
に応用していきます。なぜなら「人が何かに共感し、ファンになり、
支え、共に育つ」というエンターテイメントの世界は、今後、あらゆ
る業種業態、ブランド、サービスにとってより重要な要素になると信
じています。
また、それは今後の社会のあり方、より良く生きる、ウェルビー

イング、Quality of LIFE、表現の方法は様々ですが、大きくいえば、

自分らしく生きつつ、社会にも貢献するという成熟した価値観なの
だと思います。
余談になりますが、今年のオリンピックの20代前後のアスリート

のインタビューには感銘を受けました。彼ら彼女達の地に足がつい
た謙虚な勝利者インタビューを聞き、このような精神の成熟感を
もった若い人達がいるこの国の未来に希望を感じました。もちろん
まだまだ未熟な私、自分も含め、日本には課題も山ほどあり希望し
かないという訳ではないのも事実だと思いますが、時代は、精神の
成熟、自分らしさ、より良く生きるとは何か、などへの向き合いに
向けた、今は、変わり目、潮目の時期が来たのだと思います。
そんな時代に当社の感性や感情を解釈するメタデータ、技術、

サービスが活用されるよう精進してまいります。

当社は、エンターテイメントと感性マーケティングの世界をつなげ
ます。アーティスト、クリエイターと企業、ブランド、サービスが共
感でつながる当社の感性メタデータがあるから、ならではの新しい
仕組みを必ず創ります。
その仕組みでは、アーティスト、クリエイター、生産者、開発者、

マーケッター、生活者を共感でつないでまいります。
まずは足元、一歩一歩ですが、当社の活動の全ての道はここに続

きます。

小さな一歩ではありますが、ライセンス収入比率が8割を超え、
月間2,000万円ほどの先行投資を行いながらの来年3月の単月黒字
の状態を新たなスタートラインにしたいと思います。

まだまだ険しい道もあると思いま
すが、どうかご期待ください。
重ねて、社員、役員を代表して

日頃のご期待に心から感謝いたし
ます。
皆様の存在に勇気づけられてお

ります。
共に、ソケッツならではの、日々

共感がつながる世界の実現を目指
して頂ければ、ありがたく心強く思
います。頂いたご期待とご恩をお返
しするのは私の責任です。
ありがとうございます。

2021年12月

株式会社ソケッツ　代表取締役
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Business Results第22期（2022年3月期）第2四半期業績概要

当期 投資内容 おおよそ4億円の投資を実行
【感性AI関連】 【感性ターゲティング広告関連】
感性メタデータ開発
ジャンル別辞書開発
感性・感情解釈技術開発
特化型AI商用化モデル開発

トライアル・リリース
検証・チューニング
販売/営業体制強化
運用チーム育成

エンターテイメントサブスク市場の
進展と自動車業界の変化

クッキー利用制限を見越した
ファーストパーティデータの
充実ニーズ

クッキーレス時代における
インターネット広告関連市場

ソケッツの今後の成長戦略

エンターテイメント分野で培ったデータ技術を
マーケティングサービスに利用へ

市場環境 事業戦略

ソケッツの強み：創業以来培ってきた感性メタデータベース(MSDB)

データ開発および
技術開発 ３億円

メディア開拓、
販路開拓、
営業体制 １億円

エンターテイメント分野は堅
調も期初計画よりファッショ
ン、美容向けの感性メタデー
タサービス展開に遅れ

既存事業の成長基調にて増
収、ただし新事業向けの投資
先行にて大きな減益に

既存事業の伸長にあわせ、新
事業が立ち上がり、収益貢献
は限定的も、売上は前期比
1.8倍へ

「感性ターゲティング広告サービス」集中投資の１年

ファン

エンターテイメント

消費者

ファッション、美容、食、
住、旅行、生活全般

クロスエクスペリエンス
ブランドパートナーシップ

共感マッチング
プラットフォーム

（単位 : 百万円）
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■決算ハイライト

■来期以降に向けた収益基盤を構築

2021年
3月期上期

2022年
3月期上期

2022年
3月期（予）

2021年
3月期上期

2022年
3月期上期

2022年
3月期（予）

2021年
3月期上期

2022年
3月期上期

2022年
3月期（予）

2021年
3月期上期

2022年
3月期上期

2022年
3月期（予）

●売上高 ●経常利益 ●当期純利益（単位：百万円） （単位：百万円）●営業利益 （単位：百万円） （単位：百万円）

415453

△62
△85

△54

1,000

△62
△85

△54
△36

△88

△55

継続した研究開発・データ開発の投資を実施

当期 4月-9月

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期末残高

44

19

△7

57

851

営業活動による

キャッシュ・フロ
ーはプラス

月売上 
8,250万円

月売上 
1億円～

損益分岐点
8,250万円/月

損益分岐点
8,250万円/月

利益＋
R&D/投資
2,000万円

2022年3月月次(単月) 2023年3月期～

売上・利益とも
拡大期へ
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感性AI

up

Business Development事業展開
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両者がつながることで
感性マーケティングが実現

ファンと作品・コンテンツ
 が共感でつながる

顧客と企業が
  共感でつながる

エンターテイメント×感性マーケティング

エンターテイメント

・エンターテイメント分野のテクノロジーの進展
・デジタルプラットフォームでのコンテンツ流通
・データ利活用による業界のさらなる活性化

・ポストクッキー時代のマーケティングの変化
・ファンマーケティング含め顧客とのエモーショナル
な関係の重要性向上
・個人個人の多様性の深化、Well-beingの進展

ソケッツがつなぎます

ソケッツ
オリジナルサービス

感性
メタ

感性
メタ

感性マーケティング

エンターテイメント
レコメンドサービス
分析サービス

エンターテイメント

データサービス

2022年春
リリース予定

感性
ターゲティング
インターネット広告
（クッキーレス）

記事コンテンツの文脈を
感情・感性で解析

感性セグメント

300種以上

広告商材のターゲット (ユーザー )と
マッチする感性セグメント /ライフスタイル

に対して広告配信が可能

読了後に読者が感じる印象
や主観的な感情を表す
感性セグメントを付与

データ生成サービス
emoα

2021年秋
リリース

close-up ! ● 2022年以降、クッキーレス時代突入へ
●クッキーレスが進展すると、従来取得できていたユーザー情報が取れない 
●今見ているサイトの内容から、読者の興味関心を把握する事が重要に

ポストクッキー時代の広告サービス

記事・コンテンツ

関連記事&広告

感性辞書 独自KPI 分析

感性AI

商用メディアでのPoC(検証)
では1.5倍のCTR向上実績

当社エンジンCTR
(クッキー未使用/感性AI活用)

34.2%

他社様エンジンCTR
(クッキー使用)

23.8%

独自の感性AIに照合

重点事業

本サービスはソケッツが膨大なエンターテイメント作品
をデータベース化する中で築き上げた独自 の自然言語
処理技術や日本人ならではの繊細な感情・感性分析技術
により導き出された2千万もの 感性因子とそれらの体系
化ノウハウにより、通常のデータ関連技術だけでは解析
できない「潜在意識」 「深層心理」「想い」などを感性メタ
データとしてデータ化します。

emoαが解決する課題

1.ファーストパーティデータをリッチに
2.顧客心理など見えなかったものが見える
3.データ運用コストの削減

2021年11月リリース



株式会社ソケッツ
Sockets Inc.
2000年6月
〒151-0051　東京都渋谷区千駄ヶ谷4－23－5 JPR千駄ヶ谷ビル3F
03(5785)5518
64名
インターネットを活用したサービス、
アプリケーション、データベースの開発・提供

株式会社ソケッツ
Sockets Inc.
平成12年6月
〒151-0051　東京都渋谷区千駄ヶ谷1－1－12
03(5785)5518
110名
インターネットを活用したサービス、
アプリケーション、データベースの開発・提供

 

Financial Statements財務諸表

前事業年度末
（2021年3月31日現在）

当第2四半期末
（2021年9月30日現在）

（資産の部）
　流動資産 1,036

171
13
61
96

1,208

120
83
203

966
37

1,004
1,208

999
165
12
57
96

1,164

112
88
200

922
40
963
1,164

　固定資産
　　有形固定資産
　　無形固定資産
　　投資その他の資産
資産合計

（負債の部）
　流動負債
　固定負債
負債合計

（純資産の部）
　株主資本
　新株予約権
純資産合計
負債純資産合計

第2四半期貸借対照表 単位：百万円

前第2四半期累計
（ 自 2020年４月１日2020年9月30日

 ）至 

当第2四半期累計
（ 自 2021年４月１日2021年9月30日

 ）至 

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業損失（△）
営業外収益
営業外費用
経常損失（△）

税引前四半期純損失（△）
特別利益

法人税、住民税及び事業税
法人税等合計
四半期純損失（△）

第2四半期損益計算書 単位：百万円

453
263
189
244

    △54
0
0

△54
0

△54
1
1

△55

415
231
183
246
△62
0
-

△62
26
△35
1
1

△36

事 業 年 度
定時株主総会

基 準 日

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

公 告 方 法

上場証券取引所

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎事業年度終了後3ヶ月以内
期末配当金　毎年3月31日
中間配当金　毎年9月30日

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
TEL　0120-232-711（通話料無料）
郵送先
〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
当社のホームページに掲載する。https://www.sockets.co.jp/ir
ただし掲載できないときは日本経済新聞に掲載する。
東京証券取引所 市場第二部

会 社 概 要
商 号
英 文 社 名
設 立 年 月
本社所在地
電 話 番 号
従 業 員 数
事 業 内 容

役 　 　 員
代 表 取 締 役
取 締 役（社 外 取 締 役）
取 締 役（社 外 取 締 役）
常 勤 監 査 役
監 査 役（社 外 監 査 役）
監 査 役（社 外 監 査 役）

浦　　部　　浩　　司
鵜　　飼　　幸　　弘
佐　　藤　　　　　明
山　　本　　　　　実
大　　塚　　一　　郎
今　　西　　浩　　之

1. 株主様の住所変更、配当金の振込のご指定、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口
座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等に
お問合せ下さい。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意下さい。

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっており
ますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せ下さい。なお、三菱UFJ信託銀行全国各
支店にてもお取次ぎいたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株式の状況

大株主

7,420,000株
2,477,400株
5億5百万円

発 行 可 能 株 式 総 数
発 行 済 株 式 総 数
資 本 金

■
■
■

株主メモ

（2021年9月30日現在）

（ご注意）

IR情報メール配信のご希望の方はこちらよりご登録下さい

公式Twitterアカウント

サービスやIR、採用等に関する情報を発信
しています。
是非フォローください。

浦 部 　 浩 司
カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社
Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 株 式 会 社
株 式 会 社 フ ェ イ ス
株式会社日本カストディ銀行（信託口）

708,400
240,000
240,000
145,000
103,700 

28.88
 9.78
 9.78
 5.91
4.22 

株主名 所有株式数（株） 持株比率（％）

（注）持株比率は自己株式（24,583株）を控除して計算しております。

（上位5名）




